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臭化タリウム(TlBr)は臭素とタリウムからなる化合物半導体であり、高密度(7.56 g/cm3)である。

そのため、テルルカ化ドミウム(CdTe)やテルル化亜鉛カドミウム(CdZnTe)よりガンマ線の吸収効

率が高い。また、TlBr は 460 ℃と化合物半導体としては低い融点をもち、融点以下で相転移が生

じないため、結晶の育成が容易である。大型の TlBr 放射線検出器を製作することは、検出効率の

向上や様々なアプリケーションへの応用の観点からとても重要である。しかし現状では、我々の

グループでは、最大でも 6.5 × 6.5 × 5 mm3 の TlBr 放射線検出器しか製作しておらず、更なる大体

積化が必要である。そこで、本研究では、垂直ブリッジマン法により 1-inch 径の結晶を育成する

ことで、大型の TlBr 放射線検出器の製作を試みた。 

本研究では、水平型帯域精製法を用いて TlBr の純化を行い、垂直ブリッジマン法により TlBr の

結晶の育成を行った。図 1 は、垂直ブリッジマン法により、育成された 1-inch の TlBr 結晶であ

る。この結晶をダイヤモンドワイヤーソーで切り出し、表面研磨を施し、12 × 12 × 10 mm3 の TlBr

結晶を得た。その後、TlBr 結晶に Tl 金属を真空蒸着し、各電極に金導線をカーボンペーストを用

いて接続した。図 2 は完成した TlBr 放射線検出器である。製作した検出器を用いて、137Cs からの

662 keV のガンマ線計測を行い、スペクトル計測が可能なことを確認した。 

 図 1 育成した TlBr の結晶 図 2 製作した TlBr 放射線検出器 
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